


 
 
 
 

安全に関する警告について 
 
 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
  
 

    安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 
  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 
   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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安全上の注意点 
 
 ここに記載されている注意事項を守らないと、死

亡を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書

をよくお読みになり、十分に理解をしてからご使用

ください。 
 

作 業 前 に 

 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存して 
  め自判断だけ対処すると思わぬ 
   故を起こしケガをするます。 
   説明書はにす 
   ぐに出せるよう製品に近接して保存し 
   てくださ。  

 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  項や要領不十理解まま作業する 
  と思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告 
  ラベル説明書にさてる 
  項要領を十に理解して 
  行てくださ。  

 
 
 警告 
 作に不 
   に運転すると思わぬ故を起こす 
   ます。 
   次は運転しくださ｡  

□ 過労病気薬物影響そ他理由 
  によ作業に集中き。 

   □酒を飲んだ。 
   □作未熟人。 
   □妊娠してる。  

 
 
 警告 
作業に適さ服装を作すると衣 
 服一部に巻き込ま死亡を含む傷 
 害をまねくます。 

   次に示す服装作業してくださ。   

 
□ 袖や裾はだぶつきもを着用す 
る。 

□ ズボンや着はだぶつきもを 
着用する。 

   □ヘルメットを必ず着用する。 
□ はちまき首巻きタオル腰タオル 
はし。  

 
 
 警告 
を他人にす説明書にさ 
 てる項や要領 
 め思わぬ故を起こすます。 
 方法をよく説明し説明書を渡して 
 使用前にはよく読むように指導してくださ。  

 
 
 注意 
や指タッメン 
 ト部品を付けて運転すると 
 破損や傷害故をまねくます。 

   はしくださ。 
   タッメントは指製品を使用してく 
   ださ。部品交換するは指する 
   もを使用してくださ。  

 
 
 注意 
始業をると破損や傷害故を 
 まねくます。 

   作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。  

 
 
 警告 
ンンを始するに人ると 
思け原因トラクタや作業き 
出し故を起こすます。 
に人を確めて行てく 
ださ。 

ンンを始するトラクタや 
 ップに立まま行うと緊急態へ対処 
きず運転者はもちろんにる人 
ケガをするます。 
運転席に座を確認して行 
てくださ。 

ンンを始するを 
 （中立）にして行わと接続状 
 態にてるめトラクタ暴走し思わ 
 ぬ故を起こすます。 
 を（中立）にして行てく 
 ださ。 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は 
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ンンを始するを 
始すると急に作業駆さに 

 る人ケガをするます。 
 をて始してくださ。 
急するとトラクタ前きる 
運転者振落とさ人 
を巻き込んだ思わぬ故を起こす 
ます。を確認しゆくと 
してくださ。 

内始する排気ガによ中毒に 
るます。 
窓戸を開け十に換気してくださ。  

 
 
 警告 
作業を装着するめにトラクタをさせ 
 るトラクタと作業間に人ると 
 挟まてケガをするます。 
 トラクタと作業間に人を近づけく 
 ださ。 

 注意 
作業をトラクタに装着するや 
 凸まは軟弱行うとトラクタ 
 不にき出し故を起こすます。 

   平坦盤所行てくださ。 
作業をトラクタに装着するンンを 
とめずにるは駐車ブキをけず 
に行うと思け原因トラクタや作 
業不にき出し故を起こす 
ます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

装着するトラクタによては前 
 く縦不とて故を起こ 
すます。 

   トラクタへフロントウイトを付け 
  ランをてくださ。  

 
 
 危険 
イントを使用すると 
 巻き込まてケガをするます。 

   イントは使用し 
  くださ。 
損傷しまま使用すると巻き込ま 
 てケガをするます。 

   損傷しすぐに替えてくださ。 
   使用前には損傷してくださ。 
イントを装着するンンを 
とめずに行うと思け原因 
イント回転しケガをするます。 
ンンをとめて行てくださ。   

 
ンを付け使用する 
 と回転し巻き込まてケガをす 
 るます。 

   トラクタ側と作業側ンを回転し 
   所に連結してくださ。 
注意 

 ンク作業をちて 
   イント長さ整をする思け原 
   因作業降下してケガをするま 
   す。 
   トラクタンク油圧回路をロックして 

 行てくださ。 
イント適と 
イントやＩＣ軸破損しケガ 
をするます。 

   適使用してくださ。 
イントを接続しクランプ 
ン軸溝に納まてと使用中に 
ケガをするます。 

 溝に納まてる接続部を押し引きして 
   確めてくださ。  

 
 
 注意 
トラクタに作業を装着してを走行する 
 と路運送車輌法に違反します。 
 トラクタに作業を装着して走行はし 
 くださ。  

 
 
 危険 
走行するトラクタブキル 
左右連結さてと片ブキに 
トラクタ左右に振転起こ 
思わぬ故をまねくます。 
ほ特殊作業はブキルは 
左右連結して使用してくださ。 

 警告 
トラクタに運転者人をせるとトラ 
 クタ転落し運転作妨に 
 て緊急態へ対処きず同者はも 
 ちろん人および運転者自身ケガを 
 するます。 
 トラクタには運転者人はせ 
 くださ。 
急急回を行うと運転者振落と 
 さ人を巻き込んだ思わぬ 
 故を起こすます。 
急急回はしくださ。 

凸急ブを出しする 
 と転倒るは転落故を起こす 
ます。低走行してくださ。   

パワージョイントを使用する時は 

作業機を装着する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

移動走行する時は 
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回する作業回方とは方に 
 ふくるめ人に接触しケガをさせ 
 対物障害物に衝突しケガをする 
 ます。 
  人や対物障害物と間に十間 
  隔を保て行てくださ｡ 
側して側溝る路路 
 肩を走行すると転落故を起こすま 
 す。 
路肩は走行しくださ。 

低きをえようとすると 
 トラクタ転倒るは転しケガをする 
 ます。 
ゆみ板を使用してくださ。 

作業に人をせると転落しケガを 
 するます。 

   ま物をせて走行すると落下し 
  人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせく 
  ださ。 
 注意 
作業へを走行すると 
人を回転物に巻き込みケガを負わせる 
ます。 

   走行するはOをてくださ。  
 

作 業 中 は 

 
 
 危険 
運転中は回転中を開けると回転物 
に巻き込まケガをするます。 

 を開けくださ。 
警告 
作業指回転をえて作業する 
  と破損によケガをする 
  ます。 

  指回転を守てくださ。 
作業に人をせると転落しケガを 
 するます。 

   ま物をせて作業すると落下し 
  人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせく 
  ださ。 
を出しすると暴走故をま 
 ねくます。低作業してくださ。 
  下作業をする途中すると 
  暴走する原因とます。 
  前低にしてゆくとおて 
  くださ。   

 
わき運転をすると障害物回や 
  人へ危険回きず思わぬ 
  故を起こすます。前方やへ 
十にを払運転してくださ。 

し運転をすると思わぬ方へ暴走し 
  故を起こすます｡ 

   しとハンドルを握て運転してくださ 
   。 
ハウ内内作業をする排気ガ 
によ中毒にるます。 
窓戸を開け十に換気をしてくださ 
。 

 注意 
をするンンをとめずに 
るは駐車ブキをけずに行うと 
思け原因作業駆しる 
はトラクタや作業き出しケガをす 
るます。 

  ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

運転中は回転中ＩＣ軸に接触すると巻 
き込まケガをするます。 
をくださ。  

整や付着物をするン 
ンをとめずにるは駐車ブキを 
けずに行うと思け原因作業 
駆しるはトラクタや作業き 
出しケガをするます。 

 ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。  

 
 
 警告 
トラクタるや凸 
 に駐車するとトラクタ暴走して思わぬ 
 故を起こすます。 

   平坦し所に駐車しトラクタ 
  ンンをとめ駐車ブキをけて暴走を 
  防くださ。 
トラクタる作業を接し 
おくと思け原因作業降下 
してケガをするます。 

   作業を接してトラクタをてくだ 
  さ。  

 

 

 

 

作業する時は 
トラクタから離れる時は 
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作業が終わったら 

 
 
 注意 
をずに回転部部付着物 
作業を行うとに巻き込まて 
ケガをするます。 
をンンをとめ回転部や 
部とまてるを確めて行てくだ 
さ。  

 
 
 危険 
イントをすンンをとめ 
ずに行うと思け原因 
イント回転しケガをするます。 
ンンをとめて行てくださ。 

 注意 
作業をると整不や破 
 損置さ次作業にトラブルを 
 起こしケガをするます。 

  作業終わ説明書に基づき 
  を行てくださ。 
作業をトラクタすンン 
をとめずにるは駐車ブキをけ 
ずに行うと思け原因トラクタや 
作業不にき出し故を起こす 
ます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

整をするや凸まは軟 
弱行うとトラクタや作業不 
にき出し故を起こすます。 
平坦盤所行てくださ。 

整をするンンをとめずに 
るは駐車ブキをけずに行うと思 
け原因作業駆しるは 
トラクタや作業き出しケガをする 
ます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

作業をするをして作業すると 
ケガをするます。 
整はを元に付 
けてくださ。 

作業を状態まま下にもぐ 
足をすると不に降下しケガを 
するます。 
下にるは台降下防止をして行 
てくださ。  

 

 
 
 
 注意 
に不そまま置すると 
 破損やケガをするます。 

   説明書に基づき行てくださ｡ 
不対処置整をする 
や凸まは軟弱行うとトラク 
タや作業不にき出し故を起こす 
ます。 
平坦盤所行てくださ。 

不対処置整をするン 
ンをとめずにるは駐車ブキを 
けずに行うと思け原因作業 
駆しるはトラクタや作業き 
出しケガをするます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

作業をするをして作業すると 
ケガをするます。 
不対処置整は 
を元に付けてくださ。 

油圧やにゆるみや損傷る 
と飛び出る圧オイルケガをする 
ます。 
やをすは油圧回路内圧 
を無くして行てくださ。 

ンク作業をちて整 
を行う思け原因作業降下 
してケガをするます。 
トラクタンク油圧回路をロックして 
行てくださ。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業後の手入れをする時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時 



 - 7 -

  
もももも    くくくく    じじじじ 

 
 
 
 

 
安全に作業するために 
 
                ････････１                   ････････６  
                ････････                   ････････６  
                ････････５ 
 

 
 
１ 

 
トラクタへの装着 
 
                ････････９                   ････････10  
                ････････９    １．長さ確認方法 ･･･････････････････10  
                ････････10    ２．断方法 ･････････････････････････11  
                                             ．着脱方法 ･････････････11  
                                             ４．イント連結 ･･･････････11 
 

 
 
２ 

 
運転を始める前の点検 
 
                ････････12    ．有マルソ ･･･････････12  
 １．トラクタ各部 ･･･････････････12                   ････････12  
 ２．連結部 ･････････････････････12    １．トラクタ油圧系統に異常は ･･･12  
 （１）ンク連結部 ･････････12                   ････････13  
 （２）イント ･････････12 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に関する警告につて               
作 業 前 に               
作 業 中 は               

作 業  終 わ                  
不処置整をする 

１ 各部名称とはき             

 ト ラ ク タ へ  装 着 

４ イント装着             

１ 運 転 前                
２ ンン始             

 給 油 箇 所 一 覧 表             

２ 適ト ラ ク タ 範             



 - 8 -

 
 
 
 
  
 
３ 

 
作業の仕方 
 
                ････････14                   ････････16  
                ････････14    １．散布物 ･･･････････････････････････16  
 １．回転 ･･･････････････････14    ２．････････････････････････16  
 ２．シャッタ開閉方法 ･････････････････14    ．クハンロッド付け方法 ･････････17  
  ．シャッタプト替え方法 ･････14    ４．ルフ整 ･････････････････････18  
４．散布整 ･････････････････････14    ５．ッ開閉仕方 ･････････18  
５．と姿勢 ･････････････････････15      
６．最積 ･･･････････････････････15                                                         

 
 
４ 

 
作業が終わったら 
 
                ････････19                   ････････19  
                ････････19 
 

 
 
５ 

 
点検整備について 
 
                ････････20 
 

 
 
６ 

 
不調時の対応 
 
                ････････21 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 本 製 品  使 用 目 的              作 業 要 領             
２ 作 業   め   整             

１ 作 業                  
２ トラクタし             

 長 期 格 納 す る              

１   整  一 覧 表             

１ 不  処 置 一 覧 表             



 - 9 -

 
 
 
 
適装着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．シャッタレバー 
  石灰等散布散布を節するめ

も開節２０階に設きます。 
  シャッタをセクタに固してるニギを

緩め適散布きる位置ニギを締め込

みシャッタを固します。 
 
２．パワージョイント；ＳＥ－６０ 
  トラクタ有マルソッ内

タを駆します。 
 
 
 
 
 
 

２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品は適トラクタと装着によ的確

性能を揮きるよう設計さてます。 
 不適トラクタと装着によては本製品耐

久性に著しく影響を及ぼしトラクタ運転

作に著し影響を及ぼすます。 
 こ製品適トラクタは次とおす。  

適応トラクタ 
51.5～88kW 
（70～120ＰS）  

 本製品適トラクタよ小さトラクタ使用

すると負に対し十

ます。 
  に適用トラクタよもきトラクタご使

用は過負に対し適値をえ

出てしま作業破損原因にること

ます。 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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３ トラクタへの装着 

 
 
 
作業を装着するめにトラクタをさせ 
 るトラクタと作業間に人ると 
 挟まてケガをするます。 

   トラクタと作業間に人を近づけく 
  ださ。  

 
 
作業をトラクタに装着するや 
 凸まは軟弱行うとトラクタ 
 不にき出し思わぬ故を起こす 
 ます。 
  平坦盤所行てくださ。 
作業をトラクタに装着するンンを 
とめずにるは駐車ブキをけず 
に行うと思け原因トラクタや作 
業不にき出し故を起こす 
ます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

装着するトラクタによては前 
  く縦不とて思わぬ故 
を起こすます。 

 トラクタへフロントウイトを付け 
 ランをてくださ。   
１．３点リンクへの装着 

（１）トラクタンンを始してトラクタ

ロンク先端と有マルソ左右

ロンク穴位置うましてト

ラクタをとめてくださ。ンンをとめ駐

車ブキをけてくださ。  
（２）左ロンクに連結し抜け止めにン

ンをロンクンにしてくださ。

次に右ロンクも同順序行てく

ださ。  
（）トップンクを連結しトラクタに付て  

るン固し抜け止めにンン等を

してくださ。  
（４）左右ロンク同さにるように

トラクタ右側ャトクュ整し

てくださ。  
（５）ＩＣ軸芯トラクタ中心におおよそ一致す

るようックンセットし本

振をくしてくださ。 
 

（６）落下口よ０～４０cm さ 
にるようちてくださ。ことき

方て有マルソ水平

にるようにトップンク長さを整してく

ださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ パワージョイントの装着 

 
 
 
イントを使用すると 
 巻き込まてケガをするます。 
  イントは使用し 
  くださ。 
損傷しまま使用すると巻き込ま 
 てケガをするます。 

   損傷しすぐに替えてくださ｡ 
   使用前には損傷してくださ。 
イントを装着するンンを 
とめずに行うと思け原因 
イント回転しケガをするま 
す。ンンをとめて行てくださ。 

ンを付け使用する 
 と回転し巻き込まてケガをす 
 るます。トラクタ側と作業側 
  ンを回転し所に連結してくださ。  

 
 
ンク作業をちて 
イント長さ整をする思け原 
因作業降下してケガをするま 
す。トラクタンク油圧回路をロック 
して行てくださ。 

イント適と 
イントやＩＣ軸破損しケガ 
をするます。適使用 
してくださ。 

イントを接続しクランプ 
ン軸溝に納まてと使用中に 
ケガをするます。 
溝に納まてる接続部を押し引きして 

   確めてくださ。  

  警 告 

  注 意 

  危 険 

  注 意 
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１．長さの確認方法  
（１）イント（ウタ）

イント（インナ）を引き抜てくださ。 
（２）ンクを昇降させて軸とＩＣ

軸最も接近する位置昇降を停止してくだ

さ。 
（）ン付きヨククランプンを押して

軸ＩＣ軸に連結しクランプンも

と位置に出るま押し込んくださ。 
（４）同士をねわせ

（ウタ）と（インナ）オ

ラップする位置に目印を付けさにオ

ラップし長さに２５㎜を加え位置に印を

付けこ印端部ま長さを断

方法順に従て断してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ンクを昇降させて軸とＩＣ

軸最もる位置昇降を停止してくださ

。 
（６）同士をねわせイプ

１００㎜下は販売店に連絡

し長イントと交換してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．切断方法 

（１） ウ 
タインナ両方を 
長だけ 
ます。 
 

（２） 同長 
   さをイプ先端 
   計ます。 
（） イプウタと 

インナ両方を金ノ 
コまはッタ 
断します。 

断するはイプ中にウを詰め

イプ内に粉付着するを防

くださ。 
（４） 口をヤめに仕て

イプをよく清掃し次にグを塗

布してウタとインナを組みわせます。 
 
３．安全カバーの脱着方法 

（１）ンをはずしてくださ。 
（２）ュブ側を固しヨク側

を反計方に回転してくださ。 
（）ヨク側をュブ側に押すとヨク   
側ます。 

（４）ュブ側をイプ抜てくださ

。 
（５）新しを組み付けるは順

行てくださ。 
 
４．パワージョイントの連結 

（１）ン付ヨククランプンを押して   

軸ＩＣ軸に連結しクランプンもと

位置に出るま押し込んくださ。 
（２）ンを固し所に付 
  け回転を防くださ。 
   ンはンクきに順きる余 
  裕をせま他へ引   
    ように余るみをてくださ。 
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 を子よく長ちさせるめ作業前に必ず

行ましょう。 
 

１ 運転前の点検 

 
１．トラクタ各部の点検 

  トラクタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。 
 
２．連結部の点検 

 
 
をするや凸まは軟弱 
行うとトラクタや作業不に 
き出し故を起こすます。 
平坦盤所行てくださ。 

をするンンをとめずにる 
は駐車ブキをけずに行うと思け 
原因作業駆しるはトラ 
クタや作業き出しケガをする 
ます。ンンをとめて駐車ブキを 
けて行てくださ。 

をする作業を接し行うと 
思け原因作業降下してケガを 
するます。 
作業を接して行てくださ。   

（１）３点リンクの連結部点検 
① ロンクントップンクンン

ンベタンは確実に挿さてる

。 
    ② ックン張てる。 
    ③ 不具つは1-3 トラクタへ        
       装着説明に基づき不具を解消してく 
       ださ。  
（２）パワージョイントの点検 
① ン付きヨク抜け止めクランプン

軸溝に納まてる。 
② イントン付けに

余るみは。 
    ま適余裕る。 
  ③ イントに損傷は。 
    損傷してるはやに交換してくださ 
    。 
    ④ 不具つは1-4  
       イント装着説明に基づき不具を解消 
       してくださ。 

３．有機マルチソーワの点検 
    整一覧表に基づき始業を行てくだ

さ。 
 

２ エンジン始動での点検 

 
 
 
ンンを始するに人ると  
思け原因トラクタや作業き 
出し故を起こすます。 
に人を確めて行てく 
ださ。 

ンンを始するを 
始すると急に作業駆さに 
る人ケガをするます。 
をて始してくださ。  

 
１．トラクタ油圧系統に異常はないか。 

    トラクタ油圧を作しンクを昇し

作業を状態降下けば異常は

ません。 
    トラクタ油圧系統に異常るはトラ

クタ販売店にご相談くださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  警 告 

  注 意 
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３ 給油箇所一覧表 

 
○ 給油塗布するオイルは清浄もを使用してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No. 給 脂 場 所 箇所 潤滑油の種類 交  換  時  期 量 備考 

１ シャッタレバー回動部 １ オイル 使  用  毎 適量 注油 

２ 

フォークエンド 

；１２×４８   ピン部 

２ 〃 〃 〃 〃 

３ シャッタアーム回動部；Ｌ・Ｒ 各１ 〃 〃 〃 〃 

４ 

散布量調整 

ストッパスライド部 

２ グリース 〃 〃 塗布 

５ フォークエンド；１挿入部 各１ オイル 〃 〃 注油 

６ シリンダ回転部 各１ 〃 〃 〃 〃 

７ パワージョイント ２ グリース 〃 〃 給脂 

８ ギヤボックス １ 

ギヤオイル  

ＩＳＯ ＶＧ４６０ 

使用初 25～30 時間そ 
の後シーズン毎に交換 
始業点検時確認 

１．２５㍑ 

始業点検

時確認 
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１ 本製品の使用目的 

 
本作業は有（魚粉米ヌ）

散布に使用します。ま粒状（化成）

砂状（ようん）粉状（タンル）

小散布にも使用能す。 
そ他用途には使用しくださ。 
 
 
 有を散布するはシャッタプト 
   を左右替え散布口を使用してくださ 
   。 
 有は熟させち異 
   物をき水整さ短繊維を 

 使用してくださ。 
【含水率（Ｗ.Ｂ.）40％下】  

  
２ 作業のための調整 

 
 
 
整をするや凸まは軟弱 
行うとトラクタや作業不に 
き出し故を起こすます。 
平坦盤所行てくださ。 

整をするンンをとめずにる 
は駐車ブキをけずに行うと思 
け原因作業駆しるはト 
ラクタや作業き出しケガをする 
ます。ンンをとめて駐車ブキ 
をけて行てくださ。 

整する作業を接し行うと 
思け原因作業降下してケガを 
するます。 
作業を接して行てくださ。   

１．ＰＴＯ回転数 

 
 
作業指回転をえて作業する 
と破損によケガをする 
ます。指回転を守てくださ。   

    回転は 400rpm を保してくださ。 
    まきと散布性能低下し散布 
ムラ原因とます。 

２．シャッタ開閉方法 

    シャッタ開閉にトラクタ部油圧を使用し

ます。複油圧出し口るトラクタを使

用してくださ。 
 
３．シャッタプレートの入替え方法 

    本作業は有や散布を行う落 
下口と小散布を行う落下口をシャッタプ

ト左右替えによて選択きます。 
１） 油圧シン先端ンをしムを

自由にします。 
２）左右シャッタプトをにライドさ 

せてム受け口シャッタプト

支をし左右に引き抜きます。 
）左右シャッタプトを替えす

順組付けます。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．散布量の調整 

    散布整は左側シャッタ

無階に整きます。まシャッタを左右

替えることによ小と散布口を選択

きます。次頁表を参考にして開を決めてくだ

さ。 
 
 
 散布シャッタを閉ままを回 
   さくださ。 
 開を整するはシャッタを閉状態 
   行てくださ。  

 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

 取扱い上の注意 

  注 意 

  警 告  取扱い上の注意 
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開 度 別 散 布 量 
 
 小量散布口使用時  
               

          （単位：kg／10a） 
開  

  車 
km/h 

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０ 
5 ― ― 71 160 224 261 287 300 ― ― 粉状 

(苦土石灰) 8 ― ― 45 100 140 163 180 188 ― ― 

5 ― ― 63 104 143 183 221 263 306 339 粒状 
(化成) 8 ― ― 39 65 89 115 138 164 191 212 

5 ― ― 45 73 101 129 154 188 215 221 粒状 
(BB) 8 ― ― 28 46 63 81 96 117 135 138 

5 48 147 251 381 520 ― ― ― ― ― 砂状 
(ようん) 8 30 92 157 238 325 ― ― ― ― ― 

 
 
 
 大量散布口使用時                     

（単位：kg／10a） 
開  

 車 
km/h 

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０ 
5 ― ― ― ― 336 477 617 757 898 1038 

有 
(ﾊﾞｰｸ堆) 8 ― ― ― ― 210 298 386 474 561 649 

 
開  

 車 
km/h 

２ 3 4 5 6 7 8 10 

5 ― ― 213 415 640 ― ― ― 
粉状 

(苦土石灰) 8 ― ― 133 259 400 ― ― ― 

5 ― 54 151 250 366 565 726 ― 
粒状 

(BB) 8 ― 34 95 156 229 353 454 ― 

5 ― 59 143 255 351 521 662 ― 
粒状 

(鶏糞) 8 ― 37 90 159 220 325 414 ― 

 
  散布表はおおよそ目す確散布必要は間落下を実測し開整

を行てくださ。 
 
５．地上高と姿勢 

（１）作業は落下口まさを

０～４０cmにるようちてくださ。 
    （だしイント角０°を

えようにしてくださ。）  
（２）作業前左右て平行

トラクタ中心とてるック

ン（タビライザ）に緩み無をよく

確認してくださ。 
 
 

６．最大積載量 

   
型    式 最大積載量 

MMS11010 1,000kg  
 
 
 指さ積積はしくだ 
   さ。 
   作業破損原因にることます。 
 積物はほぼ平坦にるように積して下さ 
   。  

 取扱い上の注意 

 

（工場出荷状態） 
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運転中や回転中を開けると回転物に 
巻き込まケガをするます。 
を開けくださ。  

 
 
作業指回転をえて作業す 
ると破損によケガをする 
ます。指回転を守てくださ。 

を出しすると暴走故をま 
ねくます。 
低作業してくださ。 
下作業をする途中すると 
暴走する原因とます。 
前低にしてゆくとおて 
くださ。 

ハウ内内作業をする排気ガ 
によ中毒にるます。窓戸 
を開け十に換気をしてくださ。 

トラクタる作業を接し 
おくと思け原因作業降下 
してケガをするます。 
作業を接してトラクタをてくだ 
さ。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
運転中は回転中ＩＣ軸に接触すると巻 
き込まてケガをするます。 
をくださ。 

をするンンをとめずに 
るは駐車ブキをけずに行うと 
思け原因作業駆しる 
はトラクタや作業き出しケガをす 
るます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

整や付着物をするンン 
をとめずにるは駐車ブキをけ 
ずに行うと思け原因作業駆 
しるはトラクタや作業き出 
しケガをするます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。  

 
１．散布物 
有は熟させち異

物をき水整さ短繊維を使用

してくださ。【含水率（Ｗ.Ｂ.）40％下】 
石灰等散布物は必ず乾燥しもを使用し

てくださ。 
湿もはッ内石化し散布ムラや

破損原因とます。 
 
 
  本は貝粉末石灰散布作業に使用きま 
 せん。  

 
２．肥料の投入 

    中振による固まを防ぐめ

はほに着て行てくださ。 
    作業前にッ容と散布を考慮し

めほ各所にを置ておくと能率作

業きます。 
    尚フコンック詰めをッにす

るは低位置開口し徐々にフコンッ

クを引きてくださ。 
 
 
  フコンックを吊下てッにす 
 るはフコンック揺おさまて 
 るを確めて作業に近づてくださ。  

 
 
 
 

３ 作業要領 

  危 険 

  警 告 

 取扱い上の注意 

  注 意 

 取扱い上の注意 
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３．カクハンロッド取付け方法 
    比粉状（米ヌ等）中にはッ

底に残る物ます。 
    そ様は同梱クハンロッドを

タ部穴に付けてくださ。 
 
（１）各タへ付け位置はクハンロッ 
   ド一直線に並ば様にずして付けてく 

 ださ。 
（２）クハンロッドナイロンナットＭ８はしめ 
   込まず遊びを1mm程残してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（）本に左右タを付けるは 

 クハンロッド位置左右一直線に並ば 
 様にタを付けてくださ。 

 
 
米ヌ等低比にクハンロッ 
ドは使用しくださ。 

  作業破損原因にることます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 取扱い上の注意 
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４．ルーフの調整 
  鉱物質資材比きを散布する 
はナット ン Ｍ１０をゆるめプトを矢 
印方へライドさせてルフ幅を広てくだ 
さ。おブッ現象による落下不具起 
きるはライドを整してくださ。 
 ま有質水有る物繊維質物 
はブッ現象を起こし落下不具を起こす 
ます。そ様はルフをして 
くださ。 

 
 
 
５．ッ開閉仕方 
（１）開くとき 
  ① ットッにる位置まる様に支え確実に開てくださ。 
② 転倒防止を図位置に付けンン；６固してくださ。 

（２）閉るとき 
   開くときと順ゆくと閉てくださ。 
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１ 作業後の手入れ 

 
 
 
作業をするや凸ま 
は軟弱行うとトラクタや作業 
不にき出し故を起こすま 
す。平坦盤所行てくださ。 

作業をするンンをとめず 
にるは駐車ブキをけずに行う 
と思け原因作業駆し 
るはトラクタや作業き出しケガ 
をするます。ンンをとめて駐 
車ブキをけて行てくださ。 

整や付着物をするンン 
をとめずにるは駐車ブキをけ 
ずに行うと思け原因作業駆 
しるはトラクタや作業き出 
しケガをするます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

ンク作業をて整を 
行う思け原因作業降下し 
てケガをするます。 
トラクタ3ンク油圧回路をロックして 
行てくださ。   

１．ボルトナットンゆるみ脱落

。破損部品確認してくださ。 
  異常ばボルト増し締め部品交換 
  をしてくださ。 
 
１． 作業終了はをきにてくだ

さ。 
特に底板とシャッタプト間はシャッ

タプトをしはシャッタプ

トを引き抜て清掃してくださ。 
 

２ トラクタからの切り離し 

 
 
 
イントをすンンをとめ 
ずに行うと思け原因 
イント回転しケガをするます。 
ンンをとめて行てくださ。  

 
 
整をするや凸まは軟 
弱行うとトラクタ不にき出 
し思わぬ故を起こすます。 
平坦盤所行てくださ。 

作業をると整不や破 
損置さ次作業にトラブルを 
起こしケガをするます。 
作業終わ説明書に基づき 
を行てくださ。 

作業をトラクタすンン 
をとめずにるは駐車ブキをけ 
ずに行うと思け原因トラクタや 
作業不にき出し故を起こす 
ます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。   

（１）本に接するまトラクタ油圧をお

ろします。 
      トラクタンンをとめ駐車ブキを

けてくださ。 
（２）トラクタ軸イントを

します。 
（）トップンクをし左右ロンクを

します。 
 

３ 長期格納する時 

 
１．各部清掃をしてくださ。           
 
２．摩耗し部品破損し部品は交換してくだ 
  さ。 
 
．2-3 給油箇所一覧表に基づき油脂を補給し

てくださ。 
  ま回転回支およびイント 
  クランプンを含む摺部には油し 
  軸ＩＣ軸イントプライ 
  ン部にはグを塗布してくださ。 
 
４．塗装損傷部を補修塗装まは油を塗布し 
  錆を防くださ。         
 
５．格納は風し屋内に保管してくださ。 
 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意 

  危 険 

  注 意 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 整不による故を未然に防ぐめ

に各部整を行を最状態

心して作業行えるようにしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 点検整備一覧表 

 

 
 
整をするや凸まは軟 
弱行うとトラクタや作業不 
にき出し故を起こすます。 
平坦盤所行てくださ。 

整をするンンをとめずに 
るは駐車ブキをけずに行うと思 
け原因作業駆しるは 
トラクタや作業き出しケガをする 
ます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

作業をするをして作業すると 
ケガをするます。 
整はを元に付 
けてくださ。 

 ンク作業をちて整 
を行う思け原因作業降下 
してケガをするます。 
トラクタンク油圧回路をロックして 
行てくださ。 

油圧やにゆるみや損傷る 
  と飛び出る圧オイルケガをする 
  ます。 
やをすは油圧回路内圧 

   を無くして行てくださ。  
 
 
 
 

時   間 チェック項目 処     置 

新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 

使用毎 

（始業終業点検） 

①機械の清掃 

 ・ホッパ内の肥料 

 ・底板とシャッタプレートの間の肥料 

②部品脱落・破損部 

③各部のボルト・ナットの緩み 

④各部の油脂類 

 

 

 

補充、交換 

増し締め 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 

シーズン終了後 

①各部の破損、摩耗 

②各部の清掃 

③各部の給油、給脂 

④回動支点等の摩耗 

⑤塗装損傷部 

⑥ＰＩＣ軸等無塗装部 

⑦ギヤボックスのオイル 

早めの部品交換 

 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 

早めの部品交換 

塗装または油塗布 

グリースまたは油塗布 

交換 

５５５５    点検・整備について点検・整備について点検・整備について点検・整備について 

  注 意 
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不対処置整をする 
や凸まは軟弱行うとトラク 
タや作業不にき出し故を起こす 
ます。 
平坦盤所行てくださ。 

不対処置整をするン 
ンをとめずにるは駐車ブキを 
けずに行うと思け原因作業 
駆しるはトラクタや作業き 
出しケガをするます。 
ンンをとめて駐車ブキをけて行 
てくださ。 

作業をするをして作業すると 
ケガをするます。 
不対処置整は 
を元に付けてくださ。 

ンク作業をて整を 
行う思け原因作業降下し 
てケガをするます。 
トラクタンク油圧回路をロックして 
行てくださ。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 

 
症   状 原   因 処   置 

シャッタが動かない 

 

 

 

 

 

・底板とシャッタの間に肥料がまる 

・ストップバルが締まている。 

・油カプラがきんと接されてい 

  ない。 

・回動支点部がさび付いている。 

 

・作業後の手入れに基づき清掃。 

・ストップバルをく。 

・油カプラをきんと接する。 

 

・さびを取りき、グリースを塗布してく 

ださい。 

肥料がでない。 

 

 

・使用している肥料の分が高い 

 

 

・ホッパ内部を清掃し、分調整された肥料

を使用してください。 

【含率（W.B.）40％以下】 

  
 原因や処置仕方わは下項とともに購先にご相談くださ。 
  １．製品名 
  ２．部品供給型式（型式） 
  ．製番号 
  ４．故障内容（きるだけ詳しく）

 
 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 




